
本年度に改革委員会検討部会において検討する改革事項について 

 

諮 問 事 項 各会派からの提案事項 
※１ 検討部会での調査・検討事項 

 

・議員全員協議会等の改善（報告、協

議、調整） 

１－（２） 

３－（２） 

４－（５） 

 

・一問一答制の見直し・検証 

１－（５） 

 

・予算、決算の審議について 

  ２－（１） 

 

・情報の提供について（政務活動費、

インターネット配信等） 

  ３－（１） 

  ３－（３） 

  ３－（４） 

 

・請願（議案）の討論方法について 

  １－（６） 

 

 

※２ 「各会派からの提案事項」の中

で簡易な事項の取り扱いについて 

 

・各会派からの提案事項のうち、調整 

に時間を要しないと思える事項につ 

いては、検討部会で検討を行い、改革 

委員会の同意を得ていきます。 

 

１ 議会運営（討論の

在り方を含む）の効

率化及び活性化に

関すること 

（１）議員と役職についての発言等について見解を統一（彩新連合） 

（２）議員全員協議会の開催方法を改善（彩新連合） 

（３）議案質疑等の事前通告の検討（彩新連合） 

（４）重複した一般質問の調整及び一般質問申し合わせ事項の遵守（彩

新連合・深政クラブ） 

（５）一問一答制の見直し・検証について（公明・同志・共産） 

（６）請願などの審議方法について（深政クラブ・共産） 

・紹介議員の委員会への出席と質疑の場の設定（深政） 

・委員会、本会議での重複討論の差し控え（深政） 

・請願の審査、休憩中での調整を本委員会で（共産） 

・請願に添付する賛同者署名については押印廃止（共産） 

（７）反問権の付与（深政クラブ） 

（８）議席を離れる場合、議長の許可を得る（深和会） 

（９）討論は原則として反対→賛成→反対と行われるが、賛成→賛  

  成ということが無いように規定すべきでは（深谷同志会） 

（１０）事務局長の議案朗読は議案説明と重複するので不要（深谷 

同志会） 

（１１）会議規則全般の見直しについて議論し、決定事項に関して 

周知徹底を図るべき（深谷同志会） 

 

２ 議会機能強化の

ため、委員会の組織

及び審議方法に関

すること 

（１）予算・決算の審議の在り方について（公明・深ク・彩連） 

・連動性、特別・常任委員会設置の検討、代表質問の導入等 

（２）議決事件の審議方法について（公明党） 

（３）議会だより編集委員会の広聴広報委員会化等、体制機能強化に

ついて（公明党） 

（４）議案質疑が終了した時点で、執行部側には退席し議論を深める

ため討論に関しては、上記スタイルに囚われず自由討議の時間を

設けて採決したほうがよいのでは（深谷同志会） 

（５）委員会として、市民ニーズの吸い上げ、政策立案制度の充実の

ため、通年において関係団体等との意見交換会の開催（深同） 

 

３ 市民への情報提

供を積極的に推進

する情報公開機能

の充実に関するこ

と 

（１）政務活動費の使途公開について（深政クラブ） 

・議会だより、市議会ホームページの積極公開 

（２）議会活動に必要な行政情報は議会として請求が必要であり、 

この方法を確立（彩新連合） 

（３）委員会審議のインターネット放映（深和会・深谷同志会） 

（４）インターネット中継をスマホなど全ての端末で閲覧（深同） 

（５）月例会を開き議員の政治活動を発表し公開する（深谷同志会） 

（６）情報提供というよりは、「協働のまちづくり」の観点から各種団

体との意見交換会を検討すべきではないか（深谷同志会） 

 

４ その他、調査・検

討が必要と思われ

る事項 

（１）議員報酬等について（深政クラブ） 

（２）政務活動費の使途基準の見直し（深政クラブ） 

・海外視察、備品購入費の使途基準の緩和 

（３）市の各計画の議会の関わり方について（公明党） 

（４）議会の政策能力強化について（公明党） 

（５）市長記者会見の内容を FAXで知らせるのではなく、その内容 

や報告事項などを月例報告会として開催（深谷同志会） 

（６）議員が招待される市の行事に於いて紹介ができないか（深同） 

（７）深谷市議会の慣例集作成（深谷同志会） 

 


